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平成 25年度総会　議事録
平成 25年 5月 26日

横浜市健康福祉センター 903号室
総合司会：津村　　書記：半田

出席者：平尾、半田、津村、坂本、常盤、塩谷、調、斉藤、遠藤、外岡、宮本、志波、黒

部、坂元、井上、石井、柳井、豊田、長谷川、布村

議題

I. 平成 24年度事業報告(資料 I)が常盤常任理事よりなされた。
II. 平成 24年度決算報告（資料 II、II-2）半田会長が会計村中氏の代理で説明した。
III. 平成 24年度監査報告（資料 III）24年度決算につき、4月 19日（前半分）、4月

24日（後半分）の会計監査が外岡氏、宮本氏により行われ正当であったとの報告
が外岡幹事よりなされ、24年度の決算は承認された。外岡監事より、来年度から決
算書（資料 II）の増減をB-AでなくA-Bにするよう指摘された。

IV. 平成 25年度神奈川県糖尿病協会役員（資料 IV）　役員名簿を整理したいきさつ
が半田会長より説明された。

V. 平成 25年度事業計画（資料V）常盤常任理事より説明された。
VI. 平成 25年度予算案（資料VI）半田会長より提示され承認された。
VII.平成 25年度参加施設名簿（資料VII）　62施設　1804名（名誉会員 121名）
VIII. その他

1 務業務委託と事務局仕事内容（資料VIII-1）：24年 9月から会計業務と名
簿管理に関し保険医協会様に委託した。その結果会計業務と名簿管理が非常

にスムーズに行われるようになった。25年度 10月からは、発送業務も委託予
定で調整中。また、4月から事務局を手伝っている岡部佐代子さんが紹介され
挨拶した。　　　　　　　　　　

2 24年度還付金に関する報告（資料 VIII-2）：24年度の各患者会への還付金
はすべて終了した。これは患者会活動費の補助として神奈川県糖尿病協会よ

り患者会宛に還付されるものであり、日糖協の指示ではないこと、患者個人に

対する還付でないことが会長より説明された。　　　　　　　　　　　

3 25年度研修旅行の案内（資料VIII-3）：今年度の研修旅行は、6月 16-17日、
南房総いこいの村たてやま。坂本副会長より日程などの説明があり、多くの会

員様のご参加を呼びかけた。　　　　　　　　　　　　　

4 個人会員会「風車の会」および「睦月会」ご紹介：

従来神奈川県糖尿病協会個人会員として約 40名の個人会員がいた。今後、新



規の個人会員はすべて日本糖尿病協会に入会してもらうこととした。現在の

個人会員は、患者と医療スタッフに分け、医療スタッフを中心とした個人会員

の会を「睦月会」（会長常盤千鶴子常任理事）、患者を中心とした個人会員の

会を「風車の会」（会長布村昇三理事）として 25年 4月 1日からスタートし
た。布村会長より風車の会結成の過程が紹介された。

5 第 1回患者会会長会開催について：25年 9月頃行うとアナウンスがあった。
責任者は志波理事。詳細については本日総会終了後に関係者で会議を行い後

日患者会会長宛に連絡する。

6 日本糖尿病協会本部平成 25年度総会からのご報告　および　関甲信セミナ
ーについて（資料　IX）　津村副会長より、5月 18日に熊本で開催された 25
年度日糖協定時総会の報告がなされた。また、11月 17日、世界糖尿病デー行
事に合わせ関甲信セミナーが予定されていることが説明された。

7 指導医名簿、事務局メモの配布（資料VIII-4、VIII-5）
8 北里大学病院　さがみ会の柳井会長より会報の定期交換の呼びかけがあった。

　（資料X）


